
第 34 回放射線利用総合シンポジウム開催案内 

 

主催（共同）：大阪公立大学量子ビーム誘起反応科学研究所、（一社）大阪ニュークリアサイエンス協会 

後援：文部科学省 経済産業省近畿経済産業局 (国研)日本原子力研究開発機構 (国研)量子科学技術研究開発機構 

(一財)電子科学研究所 (一財)大阪科学技術センター 大阪商工会議所 堺商工会議所  

協賛：(一社)日本物理学会 (公社)日本化学会 (公社)応用物理学会 (一社)電気学会 (公社)高分子学会 

(公社)日本分析化学会 (一社)日本原子力学会 (公社)日本医学放射線学会 (一社)日本非破壊検査協会 

(公社)日本放射線技術学会 (公社)日本アイソトープ協会 (一社)近畿化学協会 (一社)大阪府技術協会 

(公社)大阪府診療放射線技師会 (一財) 量子放射線利用振興協会 日本放射線化学会 日本放射光学会 

(一社)日本放射線影響学会 (一社)日本保健物理学会 (一社)日本接着学会 (公社)日本表面真空学会 

(一社)日本核医学会 日本バイオマテリアル学会 日本防菌防黴学会 日本陽電子科学会 関西原子力懇談会 

(一社)日本放射化学会  

開催法（講演、参加共）：実開催（約 40 名）と Zoom のハイブリッド、参加予定人数 100 名 

開催日時：2026 年 1 月 26 日（月）10:00～17:00 

会場：サンエイビル（ONSA 事務局のビル）3F 講義室（大阪市中央区南船場 3-3-27） 

対象：大学や研究機関、民間企業の研究者、技術者などの専門家から一般市民まで 

開催の趣旨：放射線は、多くの研究分野における基本的なツールとして利用され、先端科学を牽引して

きました。放射線に関する研究は、放射線利用を基本とする広範な境界領域の学際研究です。また放射

線の利用技術の向上が、利用分野の研究を飛躍的に発展させてきました。 

今回で第 34 回目となる放射線利用総合シンポジウムは、学術研究から産業応用まで放射線利用技術

の普及と向上を目的とし、異分野の研究者、技術者が相互に情報交換するという、他の講演会には見ら

れない特徴があります。テーマとして取り上げられた放射線利用は、ナノ材料、バイオ、医療、環境、

エネルギーなど様々な先端科学や産業応用の基盤となっています。本シンポジウムでは、このように多

くの分野で注目される最先端の話題を取り上げ、さらに基礎からわかりやすく紹介することで、専門家

から一般市民まで広く参加いただきます。 

開催助成：この事業は、（公財）中部電気利用基礎研究振興財団の開催助成を受けています。 

◇参加費：無料（Zoom参加、会場参加とも） 

◇予稿資料集：希望者に１冊1,800円で事前送付、りそな銀行 船場支店 普通預金 №3635459  

（主催団体の教職員、ONSA会員は無料） 

◇定 員：会場参加40名、Zoom参加100名 

◇WEB案内： https://onsa.g.dgdg.jp/sy34-0.pdf 

 

◇ 参加申込：https://ws.formzu.net/fgen/S59578870/ または右のQR コードからWEB 案内に従って

お申し込みください（定員になり次第締切）。Zoom参加者にはZoom参加方法などをメールで

ご連絡します。 

 

◇問合先：(一社) 大阪ニュークリアサイエンス協会事務局  

〒542-0081大阪市中央区南船場 3丁目3-27 

  TEL:06-6282-3350  FAX:06-6282-3351  e-mail:onsa-ofc@nifty.com 

 

 

 

 

 

https://onsa.g.dgdg.jp/sy34-0.pdf
https://ws.formzu.net/fgen/S59578870/
tel:06-6282-3350
file:///C:/Users/user/AppData/Local/Microsoft/Windows/INetCache/Content.Outlook/6M817XRH/onsa-ofc@nifty.com


シンポジウムプログラム 

 

10:00～10:05 開会の挨拶 大阪ニュークリアサイエンス協会 会長 水田 仁 

 

テーマ 1「関西北陸の放射線関連組織の現状と将来」（講演 (1)10 分、(2, 3) 40 分、質疑 5 分）- 

(1) ONSA の活動状況とその意義  （一社）大阪ニュークリアサイエンス協会 専務理事 奥田 修一 

 （一社）大阪ニュークリアサイエンス協会（ONSA）は、放射線利用技術の向上と産業振興を目的とし

て、関西を中心に 40 年にわたり活動を続けてきた。放射線利用施設の維持が厳しくなる中、2024 年度よ

り、新しい方針に基づく活動を開始した。この現状と意義について報告する。 

(2) パッシブタイプ放射線検出器用蛍光体の開発とその応用 

金沢工業大学高信頼理工学研究センター 教授 南戸 秀仁 

光刺激ルミネッセンス（Optically Stimulated Luminescence：略して OSL）やラジオフォトルミネッセン

ス（Radiophotoluminescence：略して RPL）現象を利用したパッシブタイプ線量計は、個人被ばく線量計

測などに応用されているが、線量計に使用されている放射線誘起蛍光体は限られており、微量の放射線

照射に対し高感度のルミネッセンスを示し、かつ、広いダイナミックレンジで直線応答を示す新規蛍光

体の開発が望まれている。 

 本講演では、パッシブタイプ線量計用の放射線誘起蛍光体、特に RPL 現象を呈する蛍光体を用いたパ

ッシブタイプ放射線量計の開発現状ならびに将来展望について言及する。 

また、この放射線誘起現象を測定するための装置、RPL 蛍光体を用いた放射線のイメージング装置な

らびに重粒子線を用いた癌の診断・治療時の放射線量の二次元分布を測定するための装置等の開発につ

いても言及をする予定である。 

(3) 福島県浜通り地域環境放射線研修を通じた大阪大学放射線科学基盤機構の人材育成 

大阪大学放射線科学基盤機構 放射線教育部門長 岡田 美智雄 

原子力規制人材育成事業の支援のもと大阪大学放射線科学基盤機構で実施している全学部・大学院生

を対象にした共創的放射線教育プログラム(CREPE)について紹介する。このプログラムは、福島県浜通り

地域環境放射線研修を基盤にした放射線教育プログラムで、環境放射線に関心を持ち、福島県浜通り地

域の復興に目を向ける学生を増やすことができたのは大きな成果と考えている。 

 

11:50～12:50 ＜昼休憩＞ 

 

テーマ 2「最前線の研究報告（学生、若手研究者による）」（講演 25 分、質疑 5 分） 

(4) ホウ素中性子捕捉療法における深部がん照射プロトコルの開発 

大阪大学大学院工学研究科 D1 守實 友梨 

医学の進歩によりがんは「治せる」時代になってきているが、未だ膵臓がんや肝臓がん等の深部に位置

するがんの治療成績は低迷している。ホウ素と中性子を用いた低侵襲ながん治療法であるホウ素中性子

捕捉療法(BNCT)による深部がん治療を実現するため、プロトコルの開発や取り組みについて紹介する。 

(5) 中性子イメージングを利用した混相流の可視化 

京都大学複合原子力科学研究所 助教 大平 直也 

中性子イメージングは金属部品等の可視化、部品等に含まれる少量の水分・オイルの可視化・定量化な

どにおいて、有効な観察手法である。近年の撮影装置の発達により、短時間かつ高画質で中性子透過像の

撮影が行えるようになった。本技術は様々な応用が行われており、本発表では特に、中性子イメージング

を利用した混相流の研究に焦点を当てて最近の事例を紹介する。 

(6) 低線量肺がん CT 検診における Silverbeam Filter の有用性に関する検討 

（公社）地域医療振興協会 市立奈良病院、奈良県立医科大学大学院医学研究科 M2 𠮷川 武志 

低線量肺がん CT 検診において、検診受診者も CT による肺がん検診に関心が強くなっている。被ばく

に関しても関心が強く、対象が健常者となる検診において、可能な限り低線量であることが望ましい。今

回当院に搭載された Silverbeam Filter という機構を用いて、さらなる被ばく低減が期待できるのではない

かと考え、本研究を始めた。本研究は、胸部ファントムを用いて、Silverbeam Filter が低線量肺がん CT検

診においてどの程度有用であるかを物理評価、視覚評価で検討した。 

 

14:20～14:40 ＜休憩＞ 



テーマ 3「新たな研究開発の動き」（講演 40 分、質疑 5 分） 

(7) AI と放射線非破壊検査                   （元）大阪府立大学 谷口 良一 

非破壊検査分野で”NDE4.0”というワードが話題となっている。これは、検査でのデータを統一的な規

格、規範でデジタル化し、非破壊検査の AI 化を促進しようとする動きである。放射線非破壊検査の分野

では、これに先行する形で、数十年前から、パターン認識の技術を用いて欠陥を抽出することが試みられ

てきたが、余り成功したとは言い難い。最新の AI 技術を用いて、これらの技術的な壁を突破する可能性

について考えてみたい。 

(8) 宇宙の放射線と原子力利用 

宇宙航空研究開発機構研究開発部門 ファンクションマネージャ 川崎 治 

宇宙の放射線環境とその影響については原子力業界からはなじみの薄い分野と思われ、また過去の米

ソ（ロシア）を中心とした宇宙探査ミッションでの原子力利用、また将来の展望についても十分に知ら

れていないものと思われる。これらについて解説する。 

(9) もんじゅサイトの新試験研究炉の現状 

福井大学附属国際原子力工学研究所 所長 宇埜 正美 

 令和 5 年 3 月より始まった「もんじゅ」サイトに設置予定の新試験研究炉の詳細設計では、JAEA が

主に炉心設計と地盤調査を、京都大学は装置の検討・開発を担当している。福井大学は中性子利用の部

門の設置を目指したカリキュラム構築の他、地元関連施策検討部会で利用促進団体や複合施設に関する

議論に加わるとともに、福井県の地元企業を集めた研究会にも協力している。当日はこれまでの詳細設

計の成果について紹介する。 

     

16:55～17:00 閉会の挨拶 大阪公立大学量子ビーム誘起反応科学研究所 所長 松浦 寛人 

 


